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育苗した樹種 25種類
4回
80％
30％

普及啓発のための
企画会合の実施

今年度計画の達成度

目標達成度

課　題

目　標

活動内容と成果

石炭の露天掘りなどの開発が進むことで、入植や違
法伐採が増加し、野生オランウータンの生息地であ
る熱帯雨林の荒廃が進んでいる。

活動への理解と協力を現地で定着させ今後も継続させていくためには各方面への
段階的な働きかけが欠かせず、今後は州や県など地元行政との連携を視野に国立
公園などと新たな取組みを図っていきたい。

オランウータンの生息地である森林のこれ以上の状
況の悪化を防ぎ、再生への道筋をたてること。

石炭会社や国立公園など該当地域の関係者や管理者
との協議や実地調査を重ね、現地の森林状況の把握
と再生に向けた話し合いを行った。また荒廃地の回
復に関しては、現行の土地利用状況の調査や違法入
植の実態の把握、オランウータンの分布状況の把握
など基礎的な準備調査を行った。森林の再生や回復
のための本格的な植樹活動には、該当地域を今後ど
のように管理していくかなどさらなる話し合いが必
要だが、各樹種を実際に移植した場合の成長の過程、
また定植場所による成長過程の違いなどを調べるた
め試験的植樹を行っている。

今後の
展望

荒廃地での苗木の育樹

石炭会社の
開発地内のオランウータンの調査

■苦労した点
違法民がすでに住み着いている地域な
ど、再生森林のエリアをどのように位
置づけ今後の再生の動きを進めていく
か。

■工夫した点
現地の村人の協力を得るなど地元で協
働への理解を深め、共に活動を続ける
ことで森林保全への関心を高めていっ
た。

一般社団法人   オランウータンと熱帯雨林の会


